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ス
ー
ダ
ン
は

南
が
独
立
す
る

ま
で
ア
フ
リ
カ

最
大
面
積
の
国

だ
っ
た
。
56
年
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
独
立
し
た
が
、
世
界
で

最
も
多
く
難
民
を
抱
え
て
い

た
。
宗
教
対
立
や
人
種
対
立

を
軸
に
紛
争
が
絶
え
ず
国
連

軍
が
常
駐
し
て
い
る
が
、
多

く
の
日
本
人
に
は
馴
染
み
の

少
な
い
遠
方
で
あ
る
。

　

地
図
を
見
る
と
そ
の
南
方

あ
た
り
が
人
類
発
祥
の
地

で
、
そ
こ
か
ら
こ
の
地
を
通

過
し
つ
つ
世
界
に
拡
散
し
た

ら
し
い
。
聖
書
の
頃
に
は
ス

エ
ズ
運
河
の
辺
り
も
時
に
陸

続
き
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

天
か
ら
神
が
降
っ
て
湧
い

て
今
の
日
本
人
の
祖
と
な
っ

た
と
い
う
神
話
よ
り
も
、
人

類
ア
フ
リ
カ
起
源
説
の
方
が

遺
伝
子
の
解
明
に
よ
り
子
ど

も
で
も
納
得
で
き
る
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
に
石
油
が
出

だ
し
た
が
、
紅
海
ま
で
は
他

所
の
領
土
で
あ
る
。
仲
良
く

せ
に
ゃ
あ
石
油
を
積
み
出
せ

な
い
。

　

す
べ
て
の
現
実
が
極
東
の

島
国
・
日
本
の
庶
民
か
ら
は

絵
空
事
に
見
え
て
し
ま
う
。

　

６
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
は
紛
争
を
解
決
し
、

貧
困
か
ら
脱
し
て
の
ア
フ
リ

カ
諸
国
か
ら
の
参
加
が
期
待

さ
れ
る
。

戸
井
逸
美
政
策
部
長
が
談
話

診療報酬・米軍基地問題で
２月８～９日に会員学習会

会員学習会

　

厚
生
労
働
大
臣
が
１
月
15

日
に
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
に
向
け
た
諮
問
で
は
、

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」を

願
う
切
実
な
声
や
署
名
を
受

け
、
基
本
方
針
の
「
充
実
が

求
め
ら
れ
る
分
野
」
に
歯
科

医
療
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
歯
科
本
体
の
改

定
率
は
実
質
０
・
12
％
、30
億

円
程
度
で
、
１
医
療
機
関
あ

た
り
４
万
数
千
円
で
し
か
な

い
。
限
ら
れ
た
財
源
で
は
抜

本
的
改
善
は
不
可
能
だ
。
そ

　

厚
労
相
が
２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
を

１
月
15
日
に
中
医
協
に
諮
問
し
た
こ
と
を
受

け
、
戸
井
逸
美
政
策
部
長
は
30
日
、
談
話
を
発

表
し
た
。 

（
以
下
、
談
話
全
文
）

れ
ど
こ
ろ
か
、
う
が
い
薬
の

保
険
外
し
や
歯
科
訪
問
診
療

２
の
引
き
下
げ
な
ど
、
歯
科

医
療
の
再
建
に
逆
行
す
る
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

歯
科
医
療
は
危
機
的
状
況

に
あ
る
。
医
療
費
全
体
に
占

め
る
割
合
が
過
去
最
悪
の
６

・
９
％（
２
０
１
２
年
度
）に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
医

院
経
営
を
支
え
る
た
め
に
基

本
診
療
料
を
抜
本
改
善
し
、

長
年
据
え
置
か
れ
て
き
た
基

礎
的
技
術
料
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
真
の
「
歯
科
医
療
の

推
進
」
を
図
る
べ
き
だ
。

安
上
が
り
の

医
療
費
体
系

　

今
次
改
定
で
は
「
在
宅
医

療
の
充
実
」
が
重
点
課
題
と

さ
れ
て
い
る
。
真
に
在
宅
医

療
の
充
実
を
目
指
す
な
ら
、

訪
問
診
療
の
20
分
要
件
を
撤

廃
し
、
訪
問
診
療
時
の
医
療

行
為
の
評
価
を
高
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
も
そ

も
、
税
と
社
会
保
障
一
体
改

革
は
、
病
院
か
ら
在
宅
、
施

設
か
ら
地
域
へ
の
誘
導
で
安

上
が
り
の
医
療
費
体
系
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ

う
し
た
方
向
に
「
充
実
」
な

ど
あ
り
得
な
い
。

　

安
倍
政
権
が
雇
用
・
経
済

効
果
の
高
い
医
療
・
社
会
保

障
分
野
の
財
源
を
削
る
背
景

　

協
会
は
、
診
療
報
酬
改
定

と
沖
縄
米
軍
基
地
問
題
を
テ

ー
マ
に
２
月
８
〜
９
日
、
会

員
学
習
会
を
開
く
。
改
定
の

最
新
情
報
を
伝
え
る
と
共

に
、
米
軍
基
地
の
辺
野
古
移

設
問
題
を
通
じ
て
平
和
・
医

療
を
考
え
る
。

　

８
日
は
、「
基
地
が
阻
む

平
和
、
経
済
、
医
療
〜
普
天

間
基
地
問
題
と
私
た
ち
」
と

題
し
て
沖
縄
県
保
険
医
協
会

の
仲
里
尚
実
会
長
が
講
演
す

る
。
市
民
公
開
講
座
と
し

て
、
会
内
外
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

９
日
は
、
社
保
研
究
部
・

背
景
に
あ
る
社
会
保
障
「
改

革
」
に
迫
る
。

　

参
加
申
し
込
み
は
協
会
事

務
局
（
℡
06
―
６
５
６
８
―

７
７
３
１
）
ま
で
。

政
策
部
講
師
団
が
「
診
療
報

酬
改
定
最
新
情
報
」
の
テ
ー

マ
で
、
改
定
の
動
向
と
問
題

点
を
解
説
す
る
。
改
定
の
要

点
や
実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
の

に
は
、
社
会
保
障
を
「
自
己

責
任
」
に
基
づ
く
制
度
に
解

体
し
、
財
界
の
求
め
に
応
じ

て
医
療
の
市
場
化
・
営
利
化

を
進
め
る
狙
い
が
あ
る
。
う

が
い
薬
の
保
険
外
し
は
布
石

で
あ
り
、
混
合
診
療
の
全
面

解
禁
に
つ
な
が
る
重
大
な
問

題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
ま

た
、
医
療
費
削
減
ね
ら
い
で

う
が
い
薬
の
保
険
外
し
を
診

療
報
酬
改
定
率
の
財
務
・
厚

労
大
臣
折
衝
で
決
め
た
手
法

は
許
し
が
た
い
。

医
療
改
善
は

国
民
の
願
い

　

歯
科
医
療
・
社
会
保
障
を

改
善
す
る
こ
と
は
国
民
の
願

い
だ
。
そ
し
て
、
診
療
報
酬

は
国
民
・
患
者
の
医
療
の
質

量
を
規
定
す
る
も
の
だ
。
協

会
は
患
者
・
国
民
と
協
力
・

共
同
し
、
歯
科
医
療
の
再
建

に
全
力
を
尽
く
す
。
歯
科
医

師
と
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技

工
士
が
安
心
し
て
医
療
に
取

り
組
め
る
診
療
報
酬
を
求
め

る
と
共
に
、
誰
も
が
経
済
的

な
不
安
な
く
受
診
で
き
る
よ

う
窓
口
負
担
の
大
幅
な
引
き

下
げ
を
粘
り
強
く
政
府
に
働

き
か
け
て
い
く
。

　

協
会
は
、
各
専
門
部
の
活

動
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

新
た
に
発
行
し
た
。

　

協
会
の
魅
力
や
活
用
方

法
、
講
習
会
・
共
済
制
度
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
る
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

は
、
確
定
申
告
や
医
業
経
営

改
善
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
す

る
『
保
険
医
の
経
営
と
税

務
』
の
最
新
版
を
２
月
５
日

に
発
行
し
た
。

　

税
制
「
改
正
」
の
要
点
や

医
業
所
得
計
算
の
ポ
イ
ン

ト
、
共
済
制
度
と
税
金
の
取

り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
解

説
。
具
体
例
を
紹
介
す
る
と

共
に
、
図
表
を
多
く
使
っ
て

分
か
り
や
す
い
構
成
に
な
っ

て
い
る
。

　

会
員
に
は
今
号
に
同
封

し
、
１
冊
無
料
で
届
け
る
。

　

今
号
に
同
封
し
、
大
阪
府

内
の
全
開
業
医
に
送
付
。
入

会
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

協
会
は
診
療
報
酬
改
定
の
最
新
情
報
を

会
員
に
伝
え
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
の
「
２
０
１
４
年　

診
療
報
酬
改
定

特
集　

最
新
版
」
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
の
資
料
を

中
心
に
、
診
療
報
酬
改
定
関
連
の
デ
ー
タ

を
随
時
、
更
新
し
て
い
る
。

　

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
次

の
通
り
。

　

http://osk-net.org/

　

協
会
監
事
の
宮
本
辰
雄

（
み
や
も
と
・
た
つ
お
）
氏

が
１
月
20
日
、
ご
逝
去
さ
れ

た
。
85
歳
だ
っ
た
。

　

１
９
５
０
年
に
大
阪
歯
科

医
学
専
門
学
校
（
現
大
阪
歯

科
大
学
）
を
卒
業
後
、
大
阪

市
東
成
区
で
開
業
し
、
長
年

に
わ
た
っ
て
地
域
医
療
を
支

え
た
。
度
重
な
る
国
会
議
員

要
請
で
歯
科
医
療
改
善
を
求

め
る
な
ど
協
会
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
。

　

91
年
か
ら
評
議
員
、
大
阪

市
東
部
地
区
役
員
な
ど
を
歴

任
し
、
２
０
０
１
年
か
ら
監

事
、
２
０
０
９
年
か
ら
臨
床

・
学
術
部
員
を
務
め
て
い

た
。

ホームページに改定情報

14年度診療報酬改定を諮問

協会、特設コーナーを設置

Ａ４判、16ページ

Ｂ５判、198ページ、
定価1500円　　　　

宮
本
辰
雄
監
事
が
ご
逝
去

今
号
に『
新
ガ
イ
ド
』同
封

歯
科
医
療
の
再
建
に
逆
行

会
員
に
は
新
版『
経
営
と
税
務
』も

危
機
打
開
へ
基 

本 

診 

療 

料

基
礎
的
技
術
料

の
大
幅
引
き
上
げ
を

　

未
入
会
員
の
先
生
に
、
こ
の
新
聞
を
お
送
り
す
る
に
際
し
、
近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
ま
し
た
。「
郵
送
を
断
る
」
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
協
会
に
ご
入
会

下
さ
い
。
ご
入
会
、
協
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会費の減免制度お知らせ

　15年以上継続して協会の会員で、①満70
歳以上の開業医会員の方は会費を減額
（5500円→3000円）、②満75歳以上の方は
会費が免除される制度があります。
　ただし、協会の休業保障制度または保険
医年金制度のいずれかの掛け金払い込み中
は対象外となります。会費免除となった先
生方には『大阪歯科保険医新聞』のみを届
け、協会発行書籍は配付しておりません。
本制度の申請は、協会組織部まで。
※対象者には案内を１月に送付済みです

２月８日（土）　市民公開講座
基地が阻む平和、経済、医療～
普天間基地問題と私たち
【時間】午後５時15分～７時15分
【講師】仲里尚実氏
　　　　（沖縄県保険医協会会長）

２月９日（日）　会員限定
2014診療報酬改定最新情報
【時間】午前10時～正午
【講師】社保研究部・政策部講師団

※会場はＭ＆Ｄホール。参加費無料

70歳以上は減額　75歳以上は免除
休保・年金の掛け金払い込み中は適用外

　別刷り５～10面に
「2014歯科診療報酬
改定の個別項目」を
掲載しています。


